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《 ハンガリーフェスティバル in 愛知 》 

“日本とハンガリー、交流する文化、食・俳句・音楽” 

早稲田みか（大阪大学教授） 

 

2018 年 6 月 3 日（日）、午後 13:30-16:30、パラノビチ・

ノルバート駐日ハンガリー特命全権大使、ヴィハル・ユディ

ット ハンガリー日本友好協会会長をお迎えして、愛知県名古

屋市の名古屋国際センターホールにおいて、恒例の「ハンガ

リーフェスティバル in 愛知」が「日本とハンガリー、交流

する文化、食・俳句・音楽」と題して開催されました。 

 愛知県ハンガリー友好協会理事の寺西むつみ愛知県議会議

員による開会のあいさつのあと、来賓が

紹介されました。今年は、愛知県知事代

理政策企画局国際課長河村正人様、名古

屋国際センター理事長矢野秀則様にお越

し頂きました。また、愛知県知事大村秀章様、当協会会長藤川政人

参議院議員、および小牧市長様より届いた祝電が披露されました。 

寺西むつみ先生    第一部はパラノビチ大使とヴィハル・ユディットさんの講演。 

パラノビチ大使は「日本－ハンガリー食文化交流」と題し、日本の

食料自給率が 38 %であるのにたいし、ハンガリーのそれは 150%と

たいへん高いこと、ハンガリーの国土は日本の 4 分の 1 しかないに

もかかわらず、耕地面積は日本よりも広いことなど、さまざまなデ

ータを示して、ハンガリーがいかに農業大国であるかということを

お話しされました。

また、いかにも 

パラノビチ大使  名古屋通の大使ら

しく、日本初のハンガリーの揚げパン、

ハンガリー風ピザ「ラーンゴシュ」の

店が名古屋にあることなども紹介され

ました。「フォークシーダイナ−」とい

いう名古屋ドーム横にある元中日ドラ

ゴンズの藤井選手プロデュースのお店だそうです。 
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 ヴィハル・ユディットさんは「ハンガリーの俳句」と

題し、ハンガリーの俳句を披露しながら、ハンガリーの

俳句は音節で五七五と数えること、タイトルをつけるこ

とがあること、日本の俳句は自然をうたったものが多い

のにたいして、ハンガリーの俳句は歴史的な出来事や社

会的問題などをうたったものもあること、ハンガリーの 

司会の早稲田先生とヴィハル先生   俳句は読み手が前面に出てくる主観的な句が多いことな

ど、日本の俳句とのちがいを紹介してくれました。日本発祥の俳句が世界の文学ジャン

ルとしてハンガリーにも広まっていることがよくわかりました。 

 

 第二部は「ハンガリアンジプシー音楽の愉しみ」と題

したコンサート。ジプシーヴァイオリンの古館由佳子さ

んとアコーディオンの平賀康子さんからなる「古館由佳

子とジプシーバンド」のおふたりによる演奏を楽しみま

した。ヨハン・シュトラウス二世の｢美しき蒼きドナウ｣     

        古館さんと平賀さん 

やブラームスの「ハンガリー舞曲

第５番」、モンティの「チャール

ダーシュ」など、おなじみの曲が

演奏されました。古館由佳子さん

の楽しいお話、おふたりの即興的で息のあった演奏、緩急のある超絶技巧のすばらしさ

に会場は大盛りあがり、拍手が鳴り止みませんでした。 

 

 演奏のあと、当協会副会長の酒井庸行参議院議員より、あいさ

つがありました。 

 その後、ハンガリーに送る絵を描いてくれた小中学生の子ども

たちの表彰式が行われました。当友好協会では毎年、ハンガリー

の子どもたちと絵

の交換を行ってい

ます。今年は犬山 

酒井庸行先生   市の子どもたち

のほかに名古屋市などの小中学生も参加

しました。ハンガリー側は今年はペーチ

から東に20キロほどの町ヒーメシュハー

ザにあるヒーメシュハージ小学校の子ど

もたちが、イースターエッグやウサギ、

水かけの習慣行事など、イースターにま

つわる絵を描いてくれました。ヴィハ

ル・ユディットさんとパラノビチ大使か

ら表彰状と記念品が贈られ、子どもたちは大感激していました。 
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子どもたちの絵の下には、ハンガリー刺繍サー

クルの作品がところ狭しと並べられました。 

 

 

 交流会ではサラミのオープンサンドイッ

チ、ハンガリーのお菓子、ワインなどがふ

るまわれました。入場者は 250 人ちかくあ

り、おおいに盛りあがりました。 

 ご参加いただいた皆様、ご協力、お手伝い

いただいた皆様、まことにありがとうござ 

いました。 

 

中日新聞にフェスティバルの予告記事が載りました。 

新聞記事を見て参加してくださった方も何人かあり、また、会員になって下さった方も

ありました。 

 

近郊版(春日井・小牧・犬山) 

   2018.5.31 

 

名古屋市民版他 2018.5.26 
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《 2018 年度通常総会 》 

2018 年度通常総会は下記のように予定しています。9 月に改めてご案内いたしますの

で、是非ご参加ください。 

日時：10 月 29 日(月)18：30～ 

会場：名鉄グランドホテル 

内容：・2018 年度通常総会 

   ・講演：ハンガリー大使又は大使館職員(依頼中)  

   ・演奏：橋本專史 (チェリスト)  

                エトヴェシュ・ペーテル作曲「ポリーのための２つの詩」 

→更級日記から引用した詩をハンガリー語の語りとチェロ演奏 

     (橋本さんおひとりで語りと演奏) 

        コダーイ・ゾルターン作曲「無伴奏チェロソナタ第 1 楽章」 

      ・懇親パーティ  

 

橋本專史プロフィール 

 

愛知県豊田市出身。普通高校を経て東京芸術大学音楽学部器楽科に

入学。2014 年リスト音楽院修士課程修了。ハンガリーデヴレツェン

ドホナーニコンクール入賞,イタリアConcorso Luigi Zanuccoli第三

位。ハンガリー国内ではコンチェルトブダペストはじめ多くのオー

ケストラでエキストラを勤める一方、ハンガリー国立歌劇場オーケ

ストラに 2017 年 9 月まで在籍して現在に至る。平成 30 年度豊田市

振興文化財団より芸術部門新人賞を受賞。 

 

 

● ピアノトリオの夕べ～ハンガリーからチェリストを迎えて～ 

 

日時：2018 年 7 月 31 日(火) 18：45 開演 18：15 開場 

場所：名古屋市守山文化小劇場 

曲目：ショパン：幻想即興曲 

   エルガー：愛の挨拶 

   シューマン：アダージョとアレグロ 

   メンデルスゾーン：ピアノトリオ第 1 番第 1 楽章 

                ハイドン：ピアノトリオ“ジプシー” ほか 

演奏：オンツァイ・ゾルタン(チェロ) 北山まり子(ヴァイオリン) 原田綾子(ピアノ) 

入場料：全自由席 一般 2000 円(ペア 3000 円) 学生 1000 円 3 歳以下無料 

後援：愛知県ハンガリー友好協会 

 

オンツァイ・ゾルタンさんは、チェリスト オンツァイ・チャバ先生のご子息です。 

北山まり子さんと原田綾子さんはリスト音楽院に留学していたときゾルタンさんと 

知り合いトリオを結成しました。息の合った演奏をお楽しみください。 
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● 国際交流コンサート [ ハンガリーを楽しむ集い ] 

   尾張旭国際交流会主催のイベントです。当協会会員の皆様が出演します。 
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● 広報こまき 2018.6.15 

小牧市広報課からの依頼で、早稲田みか著：図説「ブダペスト都市物語」を紹介し

ました。写真もいっぱいでとてもわかり易い本です。 

 

 

● パプリカと花 

ハンガリーの種で、酷暑にも負けず育っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜事務局より＞ 

今後の行事予定は、10 月 29 日(月)｢2018 年度通常総会｣、12 月 16 日(日)｢ハンガリー

料理でクリスマス会｣です。改めてご案内いたしますので是非ご参加ください。 

なお、会報秋号より早稲田みか先生に編集をお願いすることになりました。 

猛暑はまだまだ続きそうです。皆様どうぞご自愛ください。 


